
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

【講   師】 肖 暉（北京林達劉知識産権代理事務所 パートナー 商標部部長、元みずほ銀行広州事務所） 

【モデレータ】 八巻 隆博（日本パテントデータサービス㈱ 知財研修部 部長 元住友金属工業㈱ 知的財産部長） 

【日    時】 2025年 11月 14日（金） 13：30 - 16：30  （12:45受付開始） 

【場    所】 東京会場(対面のみ) 

アクセス： https://www.jpds.co.jp/company/access/ 

【参  加  費】 18,000円／名（税込 19,800円） 

【定    員】 30名 （先着順受付） 

【申込期限】 2025年 11月 7日（金） 

【プログラム】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

【お申込み】 

弊社ホームページよりお申し込みください。  

   https://www.jpds.co.jp/ip_seminar/schedule/ 
 

１．中国商標出願の実務 

  ・商標出願の概要および主な拒絶理由 

  ・欺瞞性、誤認および識別力について 

  ・先行商標との抵触 

２．不使用取消請求の最新動向 

  ・概要状況 

  ・請求人側の難点および対応策 

・被請求人側の難点および対応策 

３．中国商標実務における日本出願人が気をつけるべき点 

  ・出願時の注意点 

・譲渡におけるリスク 

・異議申立・無効審判におけるリスク 

・登録商標の無断変更使用 

４．事例の紹介 

  ・無印良品商標を巡る紛争事件の解説 

５．質疑応答 

中国現地代理人が日本語で最新情報を解説!!      
 

中国商標出願の難点と対応策 

臨時開催！ 
2025.09 

ごく最近の審査厳格化に伴い、商標新規出願は、①識別力欠如、②品質・特徴などによる誤認、③先願

商標との抵触などを理由として拒絶されたケースが増え続けており、さらに不使用取消請求に関する審査

も、厳しくなりつつある。その現状と対応策や、中国商標実務における日本出願人が注意すべき点や、日中

企業間で長年続いた商標係争『無印良品事件』の紹介などを含めて、中国商標業界の最前線で活躍されて

いる専門家が最新事例に基づいて紹介する。 

中国商標問題に直面している方、不使用取消請求の最新の審査実務を把握したい方、中国の商標制度

について深く理解したい知的財産関係者の方々に特におすすめのセミナーです。 

デリケートな情報を対面で 

ＪＰＤＳ 日本パテントデータサービス株式会社 


